
Studio URBAN HOUSE, Inc.

所在地：　 　埼玉県熊谷市
発注者：　 　立正大学学園
期間：　　 　2017-2018年
対象区域：　立正大学 熊谷キャンパス(約351,200㎡)
業務概要：　現況調査および課題整理
　　　　　 　基本方針および整備計画の検討

　立正大学熊谷キャンパスは、建築家槇文彦氏のマスタ
ーデザインのうえに時代のニーズに応え個別の施設整備
を重ねてきたが、2017年に熊谷キャンパス開設50周年
という節目にあたり、キャンパス整備を総合的に推進し
キャンパス自体の魅力を発信するために、キャンパス・
マスタープランを策定した。
　策定に際しては、当初のマスターデザインの理念を再
検証したうえで、大学に対する新たな社会の要請に応え
るとともに、立正大学の建学の精神や教育理念に基づき
、豊かな自然環境を活かし、様々な交流が生まれる、こ
れからの時代の大学のミッションを体現したキャンパス
環境再生の将来ビジョンを描くことを目指した。
　キャンパスの魅力が感じられるキャンパスを形成する
ための基本方針、基本骨格とゾーニングを打ち出し、歩
行者や自転車優先の交通計画、広大な敷地と豊かな自然
環境を活かしたオープンスペース計画、豊かな人間性や
社会性を育むキャンパスコモンズ計画等を策定し、マス
タープラン実現に向けてのアクションプランもまとめた

立正大学熊谷キャンパス・マスタープラン

　　　　　 　デザインガイドラインの検討
　　　　　 　ファシリティマネジメントの検討
　　　　　 　アクションプランの検討

。

■キャンパス・マスタープランの実現に向けて
　アクションプラン（10年計画）　

■基本骨格とゾーニング

■歩行者・自転車優先のキャンパスをつくる

（交通計画）

■広大な敷地と豊かな自然環境を活かしたキャンパスをつくる

（オープンスペース計画）


